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つ
し
ょ
に
な
つ
て
、
素
晴
し
0
夏
を
楽
し
み
ま
し
た
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八
月
四
昼
”
暑
川
フ
エ
ス
テ
ィ
が
客
究
，
一
蓼
鷲

　
矯
の
手
づ
か
み
や
規
を
中
心
と
し
た
企
画
に
子
ど
も
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
。
昂
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真
夏
を
彩
る
”
白
石
夏
ま
つ
り
”
は
、
十
二
日
か
ら
十
五
日
の
四
醐

　
㎜
…
日
周
盛
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に
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盆
δ
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な
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潮
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踊
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▲350年ぶりに復活’伯石奴踊り”

▼みこしだワッショイ！

　　　　　　　勾
△札幌白石区のミス白石

　　　　　　▼夜空を彩る花火（8月15日）



国勢調査にご協力を

10月1日全国いっせいに行われます

今
回
調
査
の
対
象
は
約
一
億
二
千
百
万
人
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す

来
る
十
月
一
日
に
は
、
国
勢
調
査
　
た
り
ま
す
。
今
回
の
調
査
で
は
、
全

が
全
国
で
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。
　
国
で
約
一
億
二
千
万
人
、
約
三
千
八

国
勢
調
査
は
大
正
九
年
に
第
一
回
の
　
百
万
世
帯
が
対
象
と
な
る
と
見
込
ま

調
査
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
五
年
ご
　
れ
て
い
ま
す
。

と
に
行
わ
れ
今
回
は
十
四
回
目
に
当

九
月
下
旬
か
ら
国
勢
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す

調
査
票
の
記
入
の
お
願
い
の
た
め
　
な
ど
を
示
し
た
「
国
勢
調
査
に
つ
い

に
、
国
勢
調
査
員
が
九
月
下
旬
か
ら
　
て
の
お
願
い
」
を
一
緒
に
お
配
り
し

皆
様
の
お
宅
に
お
伺
い
し
ま
す
。
そ
　
ま
す
。

の
際
に
調
査
票
と
と
も
に
記
入
方
法

調
査
票
は
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
に
な
っ
て
い
ま
す

調
査
票
は
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
　
1
1
1
内
線
3
0
0
）
に
お
た
ず
ね

と
い
っ
て
調
査
票
に
印
刷
さ
れ
た
ニ

ミ
リ
×
四
ミ
リ
の
枠
（
ロ
）
内
に
黒

鉛
筆
で
目
の
よ
う
に
横
線
を
太
く
、

濃
く
記
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
記
入
方
法
や
記
入
に

当
た
っ
て
の
注
意
を
「
国
勢
調
査
に

つ
い
て
の
お
願
い
」
に
示
し
て
あ
り

ま
す
の
で
調
査
票
を
記
入
す
る
前
に

よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国

勢
調
査
に
つ
い
て
の
疑
問
、
お
問
い

合
わ
せ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
調
査
員

ま
た
は
市
役
所
統
計
係
（
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を
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入
し
て
く
だ
さ
い

国
勢
調
査
の
調
査
票
は
統
計
を
作

る
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
決

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
調
査
員

を
は
じ
め
調
査
関
係
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、
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の
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国
勢
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
統
計
は
行
政
施
策
の

重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す

国
勢
調
査
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
全
　
結
果
は
、
国
台
よ
び
地
方
公
共
団
体

体
の
人
口
が
正
確
に
把
握
さ
れ
る
ほ
　
の
行
政
施
策
の
重
要
な
資
料
と
な
り

か
、
都
道
府
県
や
市
区
町
村
ご
と
の
　
ま
す
。

人
口
、
あ
る
い
は
男
女
別
、
年
齢
別
、

産
業
別
な
ど
の
人
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構
成
も
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ら
か
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お
よ
び
世
帯
の
状
況
の
把
握
な
ど
に

も
重
点
が
置
か
れ
ま
す
。
つ
ま
り
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【
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現
在
わ
が
国
が
抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
的
確
に
と
ら
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
調
査
の
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く
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じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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う
ぞ
、
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道
路
交
通
法
の

　
　
　
　
　
一
部
が
変
わ
り
ま
す

道
路
交
通
法
の
『
部
が
改
正
さ
れ
、

主
な
も
の
は
九
月
「
日
以
降
、
段
階

的
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
こ
こ
数
年
増
え

始
め
た
死
亡
事
故
を
減
少
さ
せ
る
と

と
も
に
“
車
社
会
”
の
新
し
い
秩
序

づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ

ー
は
、
助
手
席
に
す
わ
る
人
に
も
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
さ
せ
て
か
ら
で

な
い
と
、
車
を
運
転
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。同

時
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
後
部

座
席
に
す
わ
る
人
に
対
し
て
も
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
さ
せ
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈
特
例
〉

次
に
挙
げ
る
よ
う
な
人
は
、
着
用

義
務
を
免
除
さ
れ
ま
す
。

▽
乗
り
降
り
の
ひ
ん
ぱ
ん
な
郵
便
集

配
車
な
ど
の
ド
ラ
イ
バ
ー

▽
妊
娠
や
負
傷
し
て
い
る
入
な
ど
、

療
養
上
ま
た
は
健
康
の
保
持
上
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
す
る
の
が
適
当
で
な
い

ド
ラ
イ
バ
ー

▽
体
が
非
常
に
大
き
い
、
あ
る
い
は

小
さ
い
の
で
適
切
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
装
着
で
き
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー

▽
バ
ッ
ク
の
運
転
を
す
る
と
き
の
ド

ラ
イ
バ
ー

初
心
者
ラ
イ
ダ
ー
の

　
　
二
人
乗
り
禁
止

－
撫
螺
揮
胃
睡
羅
瓢
響
醗
鞘
醐
鱗
噛
写

は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義
務
付
　
点
数
一
点
。

段階的に施行される新しい道交法

今回の改正の主なものは9月1日から施行
されますが、ミニバイクの右折方法やヘルメ

ットの着用義務は遅れて施行されます。

施行日は次のとおりです。

改正道路交通法の主なものの施行期日

　施行日

昭和60年

　9月1日

昭和61年

　1月1日

昭和61年

　7月5日

　
｝
般
道
路

H
今
回
の
法

改
正
の
趣
旨

が
ド
ラ
イ
バ

ー
に
徹
底
し
、

シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
意
識

が
向
上
し
た

段
階
で
、
行

政
処
分
点
数

を
付
す
る
こ

と
を
検
討
す

る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

自
動
二
輪
車
の
免
許
を
取
っ
て
一

年
未
満
の
初
心
者
ラ
イ
ダ
ー
は
、
二

人
乗
り
を
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
中
の
二
人
乗
り
運

転
中
の
死
亡
事
故
を
み
る
と
、
約
七

割
が
免
許
取
得
一
年
未
満
の
初
心
者

ラ
イ
ダ
ー
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
違
反
し
た
場
合
の
措
置
〉

行
政
処
分
点
数
一
点
。
反
則
金
四

千
円
。
罰
則
三
万
円
以
下
の
罰
金
。

1
9
月
1
目
施
行
1

　　　　改正　内　容

〉シートベルトの着用義務
レ初心者ライダーの2人乗り禁止
レ空ぶかし等の禁止

レミニバイクの交差点における右
　折方法の変更
レ初心者ドライバーのための講習

レミニバイクライダーのヘルメッ
　ト着用義務

の
選
挙
用
自
動
車
の
ド
ラ
イ
バ
i
（
候

補
者
や
運
動
員
に
限
る
）
な
ど
で
す
。

な
お
、
助
手
席
同
乗
者
に
つ
い
て

も
、
ほ
ぼ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
場
合
に
準

じ
て
免
除
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

空
ぶ
か
し
等
の
行
為
が

　
　
禁
止
さ
れ
ま
す

　
ド
ラ
イ
バ
ー
や
ラ
イ
ダ
ー
は
、
正

当
な
理
由
が
な
／
＼
著
し
く
人
に
迷

惑
に
な
る
騒
音
を
生
じ
さ
せ
る
方
法

で
急
発
進
、
急
加
速
、
空
ぶ
か
し
を

し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。〈

違
反
し
た
場
合
の
搭
置
〉

　
行
政
処
分
点
数
一
点
。

1
9
月
1
日
施
行
唇

曙
．

鐘

擁

“
楓
瞳

き
轟
壌

　 ダ

鐸
／
“冤

論弱，

鐸

“
ち
ょ
っ
と
の
留
守
”

で
も
必
ず
戸
締
ま
り
を

　
　
空
き
巣
ね
ら
い
の
被
害
の

　
う
ち
約
四
割
は
、
カ
ギ
を
か

　
　
け
忘
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
侵
入

　
　
さ
れ
て
い
ま
す
。

ノノ
。
　
空
き
巣
ね
ら
い
は
、
家
に

葉　
侵
入
し
て
四
、
五
分
あ
れ
ば

　
　
〃
ひ
と
仕
事
〃
を
終
え
る
と

言
い
わ
れ
る
ほ
ど
素
早
い
犯
罪

合
響
薦
蠣
噸
製
穀

の
ね
ら
い
の
被
害
の
約
四
分
の

な
一
は
、
買
黎
ど
で
留
守
に

　
な
り
が
ち
な
午
後
二
時
か
ら

ん
四
時
の
間
に
発
生
し
て
い
ま

み
す
．

族　
　
出
か
け
る
前
に
は
必
ず
見

　
　
回
り
、
カ
ギ
を
か
け
た
か
、

家
戸
締
ま
り
は
大
丈
夫
か
、
も

薦よ
う
憂
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
．

　カギか藍
脅鷹γ餅

、
隔
＼
酎
ー
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来年8月南蔵王山麓で若入の祭典

第9回日本ジャンボリー

　昭和61年8月2日一8月6日
大会シンボルマーク

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
祭
典
、
第
九
一

回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
が
、
来
年
八
㌧

月
二
日
ω
か
ら
ぺ
月
六
日
㈱
ま
で
の
一

五
日
問
、
南
蔵
王
山
麓
を
会
場
に
開
■

催
き
れ
ま
す
。

　
大
会
は
「
自
然
と
創
造
」
を
テ
ー
一

マ
、
　
「
空
の
よ
う
に
広
く
・
蔵
王
の
…

よ
う
に
た
く
ま
し
く
」
を
サ
ブ
タ
イ
｛

ト
ル
に
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
（
外
国
『

ス
カ
ウ
ト
約
八
百
人
を
含
む
）
、
関
係
一

者
あ
わ
せ
て
約
三
万
人
の
参
加
が
予
｛

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
年
前
の
夏
に
は
、
第
八
回
日
本
一

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
、
昨
年
は
第
一
回
シ
｝

ニ
ァ
ー
ス
カ
ゥ
ト
大
会
が
盛
大
に
開
一

催
さ
れ
成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

市
ー
長
鼠
日
濃
講
棚

　
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
は
若
入
が
相
互
の

友
情
を
深
め
る
祭
典
で
す
。
本
大
会
』

を
青
少
年
活
動
の
メ
ッ
カ
と
し
て
成
｝

功
さ
せ
る
た
め
、
市
民
あ
げ
て
心
か
．

ら
あ
た
た
か
く
里
え
ま
し
よ
う
。

　．』鰹，囑、．

　　　▲第8回日本ジャンボリー

　
7
月

22

日
㈲
　
県
知
事
に
面
会
（
県
庁
）

　
財
政
の
厳
し
い
折
、
当
市
の
老

人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
へ
の
助

成
と
、
で
き
う
れ
ば
来
年
8
月
開

催
の
第
9
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

　
の
前
に
森
合
雁
狩
橋
線
跨
線
橋
の

供
用
開
始
を
知
事
に
お
願
い
す
る
。

　
　
　
み
ず
か

知
事
、
自
ら
メ
モ
を
と
ら
れ
、
関

係
部
局
に
指
示
く
だ
さ
る
と
の
こ

と
。
感
謝
。

　
　
8
月

，
1
日
内
　
東
中
学
校
用
地
追
加

　
　
　
　
買
収
契
約
（
庁
舎
内
）

　
　
地
権
者
の
ご
協
力
に
ょ
り
、
学

　
校
建
設
の
メ
ド
が
立
つ
、
、
県
内
一

　
の
素
晴
し
い
学
校
を
つ
く
る
こ
と
、

　
そ
れ
が
協
力
し
て
く
れ
た
皆
さ
ま

　
へ
の
何
よ
り
も
の
お
礼
に
な
る
と

　
‡
丹
二
告
9
。

，
3
日
出
　
札
幌
市
長
を
表
敬
訪
間

　
　
　
　
　
　
　
（
札
幌
白
石
区
）

　
　
札
幌
市
長
公
舎
で
板
垣
市
長
と

　
面
談
、
、
脚
て
の
後
、
板
垣
市
長
と
共

　
に
ふ
る
さ
と
ま
つ
n
会
場
へ
、
．
札

　
幌
臼
石
区
は
2
6
万
以
上
の
へ
口
を

　
擁
し
大
発
展
の
様
子
。
わ
が
自
石

　
市
の
同
様
の
発
展
を
祈
念
す
る
。

6
日
㈹
　
行
革
推
進
本
部
会
議
（
第

　
4
圓
）
　
　
　
　
　
（
庁
舎
内
）

　
お
互
い
の
エ
ゴ
を
捨
て
全
庁
的

立
場
で
検
討
す
る
よ
う
要
請
．
、
こ

れ
を
や
り
遂
げ
な
け
れ
ば
、
将
来

市
は
財
政
的
に
破
綻
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
困
難
は
覚
悟
の
う
え
で
あ

る
。

　
同
日
、
炎
天
が
続
き
、
学
校
ブ

ー
ル
の
使
用
停
止
の
止
む
な
き
に

至
る
。
市
民
に
は
節
水
の
協
力
が

要
請
さ
れ
る
．
．
心
痛
む
。

10

日
出
栄
レ
ー
ス
地
鎮
祭

　
　
　
　
　
　
　
〔
西
堀
地
内
）

　
市
長
就
任
以
来
、
三
つ
目
の
工

場
立
地
。
土
井
社
長
の
挨
拶
「
素

晴
し
い
工
場
づ
！
め
を
目
指
す
。

　
こ
の
工
場
が
将
来
、
数
悟
に
拡
張

さ
れ
る
コ
と
が
、
皆
さ
ま
の
厚
意

　
に
報
い
る
こ
と
で
あ
る
と
思
う
．
、
．
」

同
感
。

14

日
伽
　
札
幌
白
石
区
ミ
ス
白
石

　
　
　
　
一
行
来
白
〔
庁
台
内
）

　
札
幌
臼
石
区
か
ら
ミ
ス
白
石
他

　
1
2
名
が
訪
れ
る
。
板
垣
市
長
は
「
近

年
に
な
い
美
し
さ
」
と
ミ
ス
白
石

を
絶
賛
．
、
．
し
か
し
、
わ
が
市
観
光

　
コ
・
．
ノ
ペ
ニ
オ
ン
も
来
臼
し
た
一
庁

か
ら
賞
賛
さ
れ
る
。
札
幌
臼
石
区
｛

と
わ
が
市
の
交
流
の
輪
が
さ
ら
に
｝

広
が
る
よ
う
願
う
．
．
．
　
　
　
　
　
。
6

得
日
㈱
　
自
治
省
幹
部
と
懇
談

　
　
　
　
　
　
（
東
京
永
田
町
）
u

　
石
原
事
務
次
官
と
話
し
て
い
た
一

　
ら
、
た
ま
た
ま
、
鈴
木
教
育
長
と
｛

旧
制
二
高
同
期
の
由
、
こ
れ
を
縁
｝

と
し
て
近
い
う
ち
、
次
官
と
個
人
“

的
に
懇
談
を
持
つ
こ
と
を
お
願
い
』

し
、
快
諾
を
得
た
。
し
め
た
、
と
．

　
い
う
感
じ
。

16

日
㈹
　
水
道
施
設
の
視
察

　
　
　
　
　
　
　
（
福
岡
八
宮
）
『

　
帰
京
後
、
直
ち
に
渇
水
対
策
の
一

　
た
め
、
赤
銅
沢
出
口
の
水
源
、
及
』

び
配
水
池
を
主
と
し
て
視
察
。
6
4
｝

年
七
ヶ
宿
ゲ
ム
供
用
開
始
ま
で
の
・

暫
定
措
置
の
必
要
を
痛
感
。
な
お
…

市
民
の
、
こ
協
力
に
よ
り
1
7
日
よ
り
、
，

ゴ
ー
ル
給
水
可
能
と
な
る

、

19

目
㈲
　
仙
南
広
域
農
道
協
議
会

　
　
　
　
　
　
｛
夫
河
原
台
庁
）
］

　
仙
南
広
域
農
道
協
議
会
が
も
た

れ
、
会
長
に
就
任
す
る
。
総
予
算

約
百
億
の
犬
事
業
で
あ
る
。
農
家

　
の
、
蛇
展
を
願
う
と
共
に
、
責
任
の

重
＋
ハ
さ
を
感
じ
る
。

評

’
　
禺

塁塁

、
尉
・

　　　鉱　’．　　｝　　室；ノ

轟
宿題は涼しいうちに

　　　　　　　　　○一小原・清光寺

小原の清光寺（吉野範雄住職）では、”夏
習は早朝ゐ涼しいうちに”と、ことしも下

の小・中学生を集めて早起き勉強会が開か

』畷

9
り

r
　
、

ぎ
詑顛

棚と
協

，f

・翠

．
彪

　自石市小原の清光寺（吉野範雄住職）では、”夏

休みの学習は早朝の涼しいうちに”と、ことしも下

戸沢地区の小・中学生を集めて早起き勉強会が開か

れました（ことしで20年目）。

　午前6時、本堂に集合した子どもたちは、ラジオ

体操、経を唱え、吉野住職の法話を聞いた後、勉強

開始。学習は午前7時までの1時間、寺の本堂は風

通しもよくさわやか、子どもたちの勉強もはかどり

ます。夏休みの朝、子どもたちは真剣に宿題に取り

組んでいました。

白石の観光をPR！
　　　　　○一観光コンパニオン
日、白石市観光協会（鈴木誠太郎会長）は、

光や物産をP　Rする観光コンパニオンを発

羅
噸
、
廼

η
既
　
辱
、
紬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
、

　
　
　
　
ぜ
，

ピ久間弘美さん（白石市・21才）、

町・22才〉、鈴木ふみ子さん（柴

覧で、これから2年間、白石の観

二活躍します。若く健康的な3人

［が、精一杯頑張ります。」と”使

1す。初仕事の14日の夏まつりパ

＝
降

ダ
竃
、

灘
垂
ほ

認

いだわ

響灘
、
桟

欧繍

二㎜劇■■■議π1

臨鱒蝋蝉．

制
　
　
　
吃

藁
も
…
～
　
｛

　
“

　8月12日、白石市観光

白石の観光や物産をP　R

表しました。

　選ばれたのは、佐久閻

佐藤寿子さん（丸森町曙

田町・21才）の3人で、

光関係のイベントに活踵

は「大変な仕事ですが、

命感”に燃えています。

レードでは大活躍でした

・
曳

F
－

5

　　帰省客の安全運転を願い

　　　　　　　　　　　　　Cトひと休み運動
　”お疲れさま一、おしぼりをどうぞ”と、地区安

全協会自石支部、白石市交通安全母の会が、8月12

日、東北自動車道白石インター入口で、　「ひと休み

運動」を展開しました。

　母の会会員らは、用意した約500本の冷たいおしぽ

りをアイスボ・ソフスから取り出して、ド巧イベーに

サービス、またシートベルト着用を訴えるチラシな

ども手渡し、長旅でつかれている帰省者に、安全運

転と事故防止を呼びかけて1、、ました。

ご

船

」

　　　　北海道から友情の船

　　　　　　　　　　　　　　O一白石中学校

　「北海道少年の船」（三浦裕晶団長）の一行約500人

が、8月12日、白石市を訪れました。一行は、北海

道の各市町村から男女各1人ずつ選ばれた中学生と

その付き添いの人たちで、広い視野に立って学びな

がら友情を深め合おうと昨年に続き行われました。

自石中学校で歓迎を受けた一行は、交歓会で白中の

生徒たちに木彫りのクマの置物を手渡し、引き続き

グループに分かれて、スポーツやこけしの絵付けな

どに楽しい交流の輪が広がりました。

97



　　　　　　戦没者の遺族の方へ

　　　　　　　　　　　　　特別弔慰金が支給されます
　次に該当する戦没者の遺族に特　　　　遺族年金等を受けていた方が、　　　　請求手続は、次の日程により行

別弔慰金として、30万円（11）年償　　　　死亡等により失権した遺族　　　　　1、・ますのでご協力をお願いします

還国債）が支給されます。　　　　　　☆時効により前回の特別弔慰金の　　　　詳しくは、市社会福祉事務所・

☆戦没者の遺族として、20万円及　　　　請求手続をしなかった遺族　　　　　社会係費5－2111（内線147）までお

　び12万円国債を受けた遺族　　　　　※ここにいう遺族とは、戦没者の　　　問い合わせください。

☆昭和54年4月1日から昭和60年　　　戦没当時遺族であった方をいいま　　　※請求時効　昭和63年6月13日

　3月31日までに、公務扶助料・　　　す。

受付鷹分蔽嶢

1区、2区、3の1区、3の2区福祉事務所

表

時闘
午前9時30分

～午後3時

程

而

　日

地薩

続請求手
曼擢区分所場

10．16大平1区、2区、3区、4区、5区越河公民館

時　欄

午前9時30分

～午後3時

舅欝地区

249越河

4区、5区、6区、7区、8区〃〃10．17〃6区、7区、8区、9区、10区〃ク259ク

滝上、滝下、尾箆、上原、

下原、鎌先、弥治郎

山ノ下、沖、山根、八宮
芹沢、大網、三住、蔵王
不忘、川原子

西区上、西区下、南区
東区、北区

南町、田町、本町、中町

長町

亘理町、短ケ町、新町
西益岡、中益岡、東益岡

清水小路、寿町、柳町
本郷第1．2．3。4

鷹巣、上郡山、郡山

小下倉

指定期日に請求手続で
きなかった方

〃〃10．2玉福岡

シ〃10．22〃

1区、2区、3区、

4の1区、4の2区

5区、6区、7の1区
7の2区、8区

斎川公民館〃279斎川

ウ〃309〃

〃〃10．231区、2区、3区、4区、5区大鷹沢公民館ウ
一

10大鷹沢

クウ10．25臼石
6区、7区、8区、9区、10区

11区12区
ウウ3lo〃

〃〃10．28ケ1区、2区、3区、4区白川公民館〃710臼　llI

ウ〃10．29〃5区、6区、7区〃ウB10〃

〃〃10．30〃

ク〃搬似降全地区

上戸沢、下戸沢、赤井畑
冷清水、大熊、東、塩倉

中北、猿鼻、新町、赤坂

湯元、明戸、小久保平

小原公民館1（1．14ノ1・原

ウ10，15ク

台
風
シ
ー
ズ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
備
え
て

　
　
“
台
風
手
形
”
と
い
う
言
葉
が

流
行
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
七

カ
月
も
先
で
な
け
れ
ば
現
金
に
な

ら
な
い
手
形
を
、
台
風
の
襲
来
し

や
す
い
と
い
わ
れ
た
二
百
十
日
に

ひ
っ
か
け
て
こ
う
言
っ
た
も
の
で

す
。

　
昔
は
、
立
春
，
か
ら
数
え
て
二
百

十
日
目
、
す
な
わ
ち
、
九
月
｝
日

か
二
日
に
台
風
が
襲
来
し
や
す
い

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

最
近
の
統
計
で
は
、
む
し
ろ
強
い

台
風
の
来
や
す
い
特
異
日
は
、
九

月
十
七
日
と
か
九
月
二
十
六
日
な

ど
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
三
十
年
代
の
半
ば
ご
ろ
ま

で
は
、
台
風
に
よ
る
大
き
な
被
害

が
目
立
ち
、
な
か
で
も
死
者
行
方

不
明
者
が
五
千
人
を
超
し
た
伊
も

湾
台
風
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
、
そ

れ
が
、
最
近
で
は
、
治
山
治
水
な
ど

国
土
保
全
事
業
が
進
み
、
防
災
体

制
も
整
備
さ
れ
、
ま
た
国
民
の
防

災
意
識
も
高
ま
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
台
風
に
よ
る
被
害
は
、
か
な

り
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
、
毎
年
二
百
人
か
ら
三
百
人
く

ら
い
の
人
が
、
台
風
な
ど
の
自
然

災
害
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
九
月
一
日
は
防
災
の
日
で

す
。
そ
し
て
、
そ
の
前
後
、
八
月

三
十
日
～
九
月
五
日
は
防
災
週
間

で
す
。
家
庭
で
は
、
日
ご
ろ
の
備

え
を
点
検
す
る
と
と
も
に
、
家
族

防
災
会
議
を
開
き
ま
し
ょ
う
。
特

に
、
今
年
は
九
月
一
日
が
日
曜
日

に
当
た
り
ま
す
か
ら
、
家
族
み
ん

な
で
、
地
域
の
防
災
訓
練
な
ど
に

積
極
的
に
参
加
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
デ
然

＼
駐
　
ヌ

ム
詳
ノ
“

8

㊥
が
曝
＠
鴎

和
風
ハ
ン
バ
ー
グ

O羅

古山はなさん（福岡蔵本

　
【
材
料
】
　
（
4
人
分
）

　
牛
豚
合
ひ
き
肉
謝
9
、
玉
ね
ぎ
1

個
、
生
パ
ン
粉
ー
カ
ッ
プ
（
食
パ
ン
を

1
枚
ち
ぎ
る
）
、
と
き
卵
1
個
、
塩
・

こ
し
ょ
う
少
々
。

　
ナ
ス
4
個
、
大
根
お
ろ
し
中
％
本
、

酢
大
さ
じ
2
杯
。

【
作
り
方
】

①
玉
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り
に
し
て
、

　
油
大
さ
じ
一
杯
で
す
き
通
る
ま
で

　
い
た
め
広
げ
て
さ
ま
す
。

②
合
ひ
き
肉
に
①
、
生
パ
ン
粉
、
卵
、

　
塩
・
こ
し
ょ
う
を
ま
ぜ
、
四
等
分

　
に
し
、
小
判
型
に
形
を
整
え
る
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
大
さ
じ
1
杯
を

　
入
れ
、
表
面
を
焼
き
か
た
め
次
に

　
火
を
弱
め
て
、
中
ま
で
火
を
通
す
。

④
し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
4
杯
、
み
り
ん

　
大
さ
じ
2
杯
、
酒
大
さ
じ
1
杯
、

　
砂
糖
大
さ
じ
1
杯
を
火
に
か
け
、

　
一
度
ふ
っ
と
う
さ
せ
タ
レ
を
作
る
。

⑤
大
根
お
ろ
し
、
か
る
く
し
ぼ
っ
て

　
酢
大
さ
じ
2
杯
を
か
け
て
諭
く
。

⑥
ナ
ス
は
ヘ
タ
を
つ
け
た
ま
ま
半
分

　
に
切
り
切
れ
目
を
入
れ
て
、
サ
ラ

　
ダ
油
大
さ
じ
1
杯
で
ナ
ス
焼
き
に

　
し
て
お
く
。

⑦
②
の
ハ
ン
バ
ー
グ
の
上
に
ナ
ス
を

　
の
せ
、
⑤
の
大
根
お
ろ
し
を
そ
の

　
上
に
の
せ
て
④
の
タ
レ
を
か
け
る
。

、
ご
存
知
で
す
か
？

　
　
”
台
所
の
衛
生
口

〔
ま
な
板
の
衛
生
〕
ま
な
板
の
衛
生

状
態
を
調
べ
る
た
め
、
細
菌
検
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
ふ
ん
便
中
に
い
る

大
腸
菌
が
約
9
0
％
も
出
た
と
い
う
結

果
が
報
告
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

特
に
ひ
び
割
れ
や
中
央
部
分
が
へ
こ

ん
で
い
る
ま
な
板
は
不
潔
に
な
り
が

ち
な
の
で
、
削
っ
て
平
に
し
て
か
ら

使
う
と
か
、
海
産
物
・
魚
介
類
の
下

ご
し
ら
え
は
専
用
の
ま
な
板
を
使
う

な
ど
の
注
意
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
使
っ
た
後
は
タ
ワ
シ
を
使

っ
て
、
水
道
の
は
し
り
水
で
洗
い
、

十
分
熱
湯
を
か
け
て
消
毒
し
乾
燥
し

ζ
か
ら
使
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

〔
ふ
き
ん
の
衛
生
〕
ふ
き
ん
は
生
乾

き
だ
と
細
菌
に
と
っ
て
は
適
当
に
水

分
も
あ
り
、
栄
養
も
つ
い
て
い
る
の

で
、
き
わ
め
て
よ
い
繁
殖
床
と
な
り

ま
す
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
ふ
き
ん

を
使
う
と
食
器
を
不
潔
に
し
て
し
ま

い
ま
す
。
ふ
き
ん
は
2
0
～
3
0
枚
と
数

多
く
用
意
し
清
潔
な
引
出
し
ゃ
戸
棚

に
入
れ
て
お
き
、
い
つ
も
清
潔
な
も

の
と
取
り
か
え
て
使
う
習
慣
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。
汚
れ
た
ふ
き
ん
は
、
次

亜
塩
素
酸
ソ
ー
ダ
（
さ
ら
し
粉
）
で

よ
く
洗
い
、
煮
沸
消
毒
後
、
日
光
で

よ
く
乾
燥
し
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
予
防
の
台
所
衛
生
六
力
条

一
、
調
理
の
前
に
ょ
く
手
を
洗
い
ま

　
し
よ
、
フ
〇

二
、
手
に
切
り
傷
の
あ
る
時
や
下
痢

　
気
味
の
時
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

三
、
「
も
っ
た
い
な
い
」
は
「
け
が
」
の

　
も
と
残
り
も
の
は
捨
て
ま
し
ょ
う
。

四
、
食
品
材
料
は
清
潔
な
購
入
取
扱

　
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

五
、
台
所
は
い
つ
も
清
潔
に
、
ネ
ズ

　
ミ
、
ハ
エ
、
ゴ
キ
ブ
リ
が
つ
か
な

　
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

六
、
食
器
や
器
具
は
よ
く
消
毒
し
、

　
乾
燥
し
て
か
ら
使
い
ま
し
ょ
う
。

調査日＝昭和60年8月1日

対煎月極搭癩　備
60年8月1日　自石市

　　備　　　考
上昇品目：小麦粉、テ

イッシュペーパー、軽

消費生活モニター調査結果

一％

△1．5

　1．8

△0．4

△0．3

　2．6

△1．0

△0．9

△0．9

△2．1

　1．0

△2．6

煎騨均購
　　　273円

　　454

　　399

　　217

　　155

　　198

　　238

　　396

　　151

　　200

5，115

　　438

1，542

5，225

1，345

1，376

　　145

　　　98

　　　77

平均億
　　273円

　　454

　　393

　　221

　　155

　　198

　　237

　　395

　　155

　　200

5，064

　　438

1，542

5，225

1，333

1，364

　　142

　　　99

　　　75

最低値
　　258円

　　418

　　328

　　205

　　150

　　188

　　198

　　378

　　128

　　160

5，000

　　370

1，400

4，500

1，214

1，264

　　135

　　　98

　　　74

最高嬉
　　290円

　　490

　　445

　　240

　　170

　　215

　　280

　　420

　　180

　　248

5，140

　　450

1，800

6，000

1，450

1，450

　　147

　　100

　　　80

　銘極・規格
上　白　糖　　　1kg
本醸造」ヒ級2蒼竈口　　　1．8召

（ぴん代込み）

ポリ容器入り　700g

薄　力　粉　　　1kg

並　　　食　　　1袋

ソフトカルトン入り　　225g

紙容器入り　1，000αc

カルトン入り　　2259

400枚（200組）紙箱入り

幅30cm長さ20m（一巻）

10㎡　　　　　（気体）

並　　　食　　（一皿）

小学生調髪（洗髪を含む）

コールド（ショートカソト及
びセット含む）

店頭価格　　1叙
配達料込み　　　1麗

1　　召　　現　　金

1　　2　　現　　金

1　　召　　現　　金

．
名品

1，砂　　 糖

2．しょう油
3．サラダ油
4．小　麦　粉
5、食　パ　ン
6．マ．一ガリン

7，牛　　 乳

8．バ　タ　ー
9．　ティッシュペーパー

10．ラ　ッ　プ
11．　プロノマンガス

12。カレーライス

13．理髪料
14．パーマネント料

15．灯　　 油

　　　　〃
16．　レギュラーガソリン

17．軽　　 油

18．A　重　油

9



コ

宙

厨

曹

賜

失
わ
れ
た
唄
を
求
め

　
　
　
　
“
自
石
奴
踊
り
”
を
復
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
春
男
さ
ん

　
藩
政
時
代
、
白
石
の
庶
民
の
間
て
踊
り
親
し
ま
れ
、
そ
の
後
、

0
つ
の
間
に
か
消
滅
し
、
入
々
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
0
た
「
白
石
奴

踊
り
」
を
三
百
数
十
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
た
日
本
民
謡
桃
秀
会
・

会
主
草
野
春
男
さ
ん
（
六
五
）
ー
雅
号
・
桃
秀
▽
自
石
市
大
平
森
合

字
八
森
山
五
〇
目
。

　
草
野
さ
ん
は
、
民
謡
を
唄
い
続

け
て
約
四
十
年
、
日
本
民
謡
会
桃

秀
会
（
会
員
約
百
三
十
名
）
の
会
主

と
し
て
東
北
民
謡
の
指
導
育
成
、

一
般
市
民
へ
の
民
謡
の
普
及
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
草
野
さ
ん
は
、
幼
い
頃
、
母
親

の
口
ず
さ
む
民
謡
を
聴
か
さ
れ
、

い
つ
し
か
民
謡
に
興
味
を
覚
え
ま

し
た
。
戦
後
、
民
謡
の
大
家
鈴
木

正
夫
さ
ん
や
民
謡
育
て
の
親
、
後

藤
桃
水
さ
ん
に
民
謡
を
学
び
、
昭

和
三
十
年
頃
、
斎
藤
桃
元
さ
ん
（
船

岡
）
の
桃
元
会
の
中
に
桃
秀
会
を

置
き
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の

後
、
斎
藤
さ
ん
の
勧
め
に
よ
り
桃

秀
会
と
し
て
独
立
し
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
草
野
さ
ん
は
一
千
名

以
上
の
人
々
に
唄
を
教
え
て
き
ま

　
　
　
し
た
が
、
草
野
さ
ん
の
指

　
　
　
導
で
桃
秀
会
の
会
員
が
日

　
　
　
本
民
謡
協
会
全
国
大
会
で

　
　
　
二
度
の
優
勝
を
遂
げ
て
い

　
　
　
ま
す
。
草
野
さ
ん
は
「
民

　
　
　
謡
に
は
『
責
任
』
『
融
和
』

　
　
　
『
謙
虚
』
の
精
神
修
養
が

　
　
　
大
切
で
す
」
「
技
術
が
あ
っ

　
　
　
て
も
、
『
唄
の
心
』
が
な
く

　
　
　
て
は
人
を
打
つ
民
謡
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
き
き

な
り
ま
せ
ん
」
と
民
謡
の
精
神
を
切
」

実
藷
っ
て
－
れ
ま
し
た
．
　
心
大
鷹
沢
鞍
校
の
南
方
に
一
二
沢
城

　
ま
た
、
草
野
さ
ん
は
昭
和
三
十
四
ψ
跡
と
い
う
山
城
の
遺
跡
が
あ
る
。
山
。
同

年
頃
か
ら
郷
土
の
民
謡
保
存
に
蜘
さ
は
約
一
一
、
一
・
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
だ
が

出
し
「
伊
予
節
」
そ
し
て
「
奴
踊
り
」
噂
阿
武
隈
丘
陵
の
突
端
部
で
、
い
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘆

た
民
謡
六
曲
を
発
掘
し
て
い
ま
す
。
ゆ
　
　
　
　
　
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
こ
ぶ
る
よ
い
　
い
ま
で
も
山
頂
に

　
草
野
さ
ん
は
、
　
「
奴
踊
り
」
を
昭
瞭
　
　
か
ら
胃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
近
く
空
堀
や
土
塁
の
形
跡
が
よ
く
の

和
一
一
一
十
年
頃
、
郷
土
史
研
究
家
の
上
か
こ
っ
て
い
る
。
今
か
ら
六
百
年
ほ
ど

西
周
次
さ
ん
方
の
掛
け
軸
に
よ
り
知
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ
前
の
南
北
朝
時
代
は
束
北
地
方
も
、

り
ま
し
た
が
、
当
時
は
具
体
的
な
こ
贈
北
党
（
足
利
方
）

な
ど
・
こ
れ
ま
で
い
っ
た
ん
は
消
ゑ
も
要
害
の
地
で
後
方
は
奥
深
い
山
控
ら
で
あ
る
．
こ
の
三
沢
籠
城
は
ご
、
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ
前
面
の
水
田
地
帯
の
一
望
の
眺
め
は
　
五
二
年
（
正
平
七
年
）
三
月
の
数
日
呼

と
が
分
か
ら
ず
、
今
年
の
春
、
寺
社

を
巡
っ
た
際
、
大
平
森
合
の
観
音
堂

に
奉
納
さ
れ
て
い
る
絵
馬
か
ら
踊
り

の
様
子
を
知
り
ま
し
た
。
関
係
者
か

ら
復
活
の
相
談
を
受
け
た
草
野
さ
ん

は
、
詳
し
い
資
料
が
な
い
こ
と
か
ら

当
時
の
生
活
を
ふ
ま
え
、
白
石
の
名

物
・
名
産
を
交
え
現
代
風
に
作
詞
・

作
曲
し
、
舞
踊
家
・
菊
扇
徳
久
栄
さ

ん
が
振
り
付
け
し
、
市
内
の
舞
踊
グ

ル
ー
プ
「
菊
扇
会
」
に
よ
っ
て
再
現

さ
れ
ま
し
た
。
　
「
奴
踊
り
」
は
「
白

石
夏
ま
つ
り
」
で
披
露
さ
れ
、
九
月

七
日
に
は
東
北
芸
能
祭
に
参
加
す
る

予
定
で
す
。

　
草
野
さ
ん
は
「
今
後
、
市
民
の
間

に
定
着
し
、
観
光
や
親
善
に
役
立
て

ば
…
」
と
話
し
、
　
「
こ
れ
か
ら
も
、

失
わ
れ
た
良
き
民
謡
を
発
掘
し
、
民

謡
を
長
く
指
導
し
て
い
き
た
い
」
と

力
強
く
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

署
南
党
（
衡
騨

4
一
天
皇
側
）
に
分
れ

曲
各
地
で
両
派
の
戦

ゆ
乱
が
続
い
た
。
奥

動
州
南
党
の
総
大
将

　
さ
た
ぱ
た
け
あ
き
い
え

卓
は
北
畠
顕
家
だ
っ

曽
許
た
が
、
京
都
に
上

”
っ
て
戦
死
し
睦
後
、

　
　
　
あ
き
の
ぷ
　
　
ロ
よ
う
ぜ
ん

」
弟
の
顕
信
が
霊
山

状
福
島
県
）
な
ど
を

い
、
根
拠
地
と
し
て
勢

僻
力
を
養
い
、
伊
達

’

郷士史アレコレ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厨

み
、
東
南
に
行
け
ば
霊
山
に
通
じ
、

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
す
じ
　
嬬
0

東
は
伊
具
郡
へ
　
北
は
高
田
川
筋
へ
嬬
プ

出
る
と
金
ケ
瀬
や
大
河
原
方
面
に
訟

け
ら
れ
る
交
通
上
の
要
地
だ
っ
た
か
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
9
㌧
ふ
ろ
　
　
　
珍

　　　ろうじょう
三沢城籠城

継
氏
田
村
氏
な
ど
の
南
党
の
援
軍
を

蓄
い
て
、
合
慕
川
（
署
川
）
に
沿
う

．
｝
白
石
や
大
河
原
地
域
で
激
戦
を
交
え
、

轟
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
た
引
．
．

贈
蒔
は
斐
の
本
陣
多
賀
国
府
（
多

業
貝
城
）
を
占
領
し
て
意
気
大
い
に
揚

蜻
っ
た
。
し
か
し
間
も
な
く
足
利
方
の

ギ
将
壼
懸
ら
に
破
ら
れ
て
国
府

∞　

も
碧
れ
、
白
石
導
毒
退
産

，
ψ
酔
の
期
間
だ
が
こ
の
一
二
沢
城
に
立
て

螂
籠
っ
た
。
こ
こ
は
丸
森
街
道
に
の
ぞ

，

間
だ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
動
き
を
み
擁

る
と
当
時
、
臼
石
地
方
は
氏
名
こ
そ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
．
い
ち
　
　
　
　
ひ

伝
わ
っ
て
い
な
い
が
在
地
の
豪
族
が
　

居
て
山
城
な
ど
を
築
き
南
北
両
党
の
φ

　
　
　
　
　
　
　
戦
い
に
そ
れ
ぞ
れ
甲

　
　
　
　
　
　
　
参
加
し
勢
力
を
伸
伽

　
　
　
　
　
　
　
ば
し
た
の
で
あ
ろ
・

　
　
　
　
　
　
　
う
。
げ
ん
に
三
沢
許

城
な
ど
も
す
で
に
〔
、

　
　
　
　
　
　
　
誇

あ
っ
た
の
だ
か
ら
距

こ
の
城
を
造
る
力
一

の
あ
る
豪
族
が
居
・

た
わ
け
で
あ
る
、
、
．
．

　
　
　
　
　
　
　
か

・
日
石
刈
田
地
方
は
伊

鎌
倉
時
代
、
執
権
、

　
　
　
　
　
　
　
ゴ

北
条
氏
の
直
轄
領
」

で
、
北
条
氏
が
亡
、

び
る
と
無
主
の
地
域
と
な
っ
て
し
ま
べ

い
、
独
立
を
目
指
す
土
着
の
武
士
達
海

が
各
村
落
に
立
ち
上
り
始
め
た
。
北
一
尉

畠
顕
信
が
三
沢
城
を
撤
退
し
て
か
ら
耀

　
　
　
　
　
だ
　
て
し
ね
レ
冒
う
　
　
　
　
　
　
　
　
晒

三
十
年
後
、
伊
達
宗
遠
（
第
八
世
）
一
一
－

が
伊
達
郡
か
ら
刈
田
に
進
出
し
、
二
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
に
伊
達
家
の
旗
を
立
て
た
の
で
あ
“

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢

　
　
　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

イ
ド
ル

ア
ー
ー

のわが家
輔一

“
一
噂

・
曇

■F脂』ヒ～
新山　ゆかりちゃん（弥治郎）

実さん、正美さんの長女

ママからひとこと

’繁直で女の子らしく育ってネ

し、」げ

繍
繍ド

、
　
。

翫

，

臼

渉
“

r

「うんどう会」

　佐藤　　明（大平小1年

わたしの

　勿暫望）勿

脅
”
鰹
「

「綱引き」

　佐藤　敏弘（白川小2年

市

民
文
芸

串ψ

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
尺
三
首
、
封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
広
報
係
（
白
石
市
桜
小
路
三
五
）

・
へ
。
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
．

歌
　
　
壇

久
々
に
畳
に
薄
き
布
団
敷
き
退
院
の
夜
の
眠
り
安
け

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

ペ
タ
ル
踏
む
足
も
と
か
る
く
久
々
の
梅
雨
の
晴
間
を

配
達
に
行
く
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

朝
風
は
竹
の
葉
群
を
そ
よ
が
せ
て
夕
の
雨
の
雫
を
こ

ぼ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

束
の
間
の
梅
雨
の
晴
れ
問
に
手
植
え
せ
し
茄
子
の
育

ち
を
妻
と
見
廻
る
　
　
　
　
　
　
八
島
　
青
蘭

漸
く
に
息
子
の
縁
談
決
ま
り
し
日
夕
べ
ほ
の
ぼ
の
柚

子
花
ひ
ら
く
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

誇
ら
か
に
ノ
ー
ト
を
見
せ
し
孫
の
こ
と
夫
は
明
る
く

夕
餉
に
か
た
る
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

電
話
に
て
帰
郷
を
告
ぐ
る
娘
の
声
に
思
わ
ず
受
話
器

を
に
ぎ
り
し
め
た
り
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

雨
の
日
に
一
人
居
な
れ
ば
塀
ぞ
い
の
川
の
流
れ
を
軒

下
に
き
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

髭
を
剃
る
後
に
立
ち
て
髪
を
結
ふ
高
二
の
娘
は
わ
れ

よ
り
高
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勅
使
瓦
令
造

草
花
の
茎
に
粘
液
の
泡
か
ら
み
蠣
は
う
ご
く
長
び
く

梅
雨
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
要
二

「
評
」
作
品
を
新
カ
ナ
で
詠
む
か
旧
カ
ナ
に
す
べ
き

　
か
の
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
一
首
の
な
か
に
新
カ

　
ナ
、
旧
カ
ナ
が
混
同
し
て
い
な
け
れ
ば
ど
ち
ら
で

　
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
一
首
目
佐
藤
さ
ん
の
作
品
、

　
布
団
を
通
し
畳
の
感
触
が
体
に
感
じ
退
院
の
よ
ろ

　
こ
び
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
石
沢
さ
ん
の
歌
、
生
活

　
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
る
実
感
の
歌
。
高
橋
さ
ん
の

　
歌
、
さ
わ
や
か
な
情
景
「
夕
の
雨
の
雫
を
こ
ぼ
す
」

　
の
結
句
が
よ
い
。
八
島
さ
ん
の
歌
、
こ
れ
も
生
活

　
か
ら
生
れ
る
実
感
で
よ
ろ
こ
び
が
あ
る
。
”
文
化

祭
へ
の
投
稿
お
願
い
し
ま
す
。
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
股
　
兵
三
選

　
　
俳
　
　
壇

七
日
原
夏
草
ふ
か
く
牛
群
る
る
　
　
　
佐
藤
　
周
子

（
評
）
蔵
王
中
腹
の
元
軍
用
牧
場
七
日
原
は
戦
後
開
拓
地
と
な

　
つ
て
近
く
に
は
広
大
な
牧
場
｝
帯
跡
で
も
あ
る
。
戦
後
は
牧

　
牛
も
少
く
な
っ
た
が
、
夏
草
深
く
乳
牛
が
群
れ
て
い
る
。

玄
関
の
内
ま
で
さ
つ
き
花
盛
り
　
　
　
佐
藤
　
善
夫

（
評
）
庭
の
さ
つ
き
も
盛
り
で
あ
る
が
、
玄
関
の
内
ま
で
さ
つ

　
き
の
鉢
が
花
盛
り
で
見
事
で
あ
る
。
玄
関
の
内
ま
で
と
見
た

　
と
こ
ろ
に
作
者
の
写
生
眼
が
あ
る
。

郭
公
の
鳴
く
音
う
れ
し
や
畑
に
立
つ
　
高
橋
和
歌
子

垣
根
に
は
ば
ら
咲
き
匂
う
庭
暑
し
　
　
草
野
　
美
沙

稽
古
ご
と
一
つ
滅
ら
し
て
梅
雨
籠
り
　
青
木
　
良
子

塩
焼
き
の
鮎
の
尾
に
塩
と
け
く
ず
れ
　
鈴
木
　
民
子

ま
だ
青
く
ふ
ぐ
り
に
似
た
る
あ
け
び
か
な
勅
使
瓦
令
造

梅
雨
荒
れ
の
俄
か
出
水
が
校
庭
に
　
　
日
下
　
　
文

と
ぶ
鮎
の
水
輪
の
中
の
山
躍
る
　
　
　
中
村
　
み
つ

反
戦
の
死
も
尊
さ
よ
敗
戦
日
　
　
　
　
鈴
木
鉄
二
郎

早
乙
女
の
肩
を
か
す
め
て
燕
飛
ぶ
　
　
石
沢
　
敏
子

◎
九
月
旬
会
は
九
月
二
十
三
日
㈹
一
時
よ
り
中
央
公
民
館
で
行

　
い
ま
す
。

◎
次
回
の
題
は
月
、
葛
の
花
で
す
。

◎
白
石
文
化
協
会
主
催
の
句
会
は
十
月
六
日
で
す
。

鈴
木
貞
二
選

”
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　国は、お年寄りや心身に障害の

ある方など、社会的、経済的に弱

い立場にある人に対して、老人医

療費給付などいろいろな社会保障

を行っていますが、税金の面でも

いろいろな特典を設けています。

〈お年寄り本人が受けられる特典〉

　年齢が65歳以上で、所得が1千

万円以下のお年寄りは、

①老年者控除として所得金額か

　ら25万円が差し引かれます。

②国民年金や厚生年金などの公

　的年金や恩給を受けている人は

　老年者年金特別控除として、こ

　れらの収入金額から78万円を差

　し引くことができます。

　このほか、お年寄りを扶養して

いる人が受けられる特典などもあ

ります。

〈心身障害者が受けられる特典〉

　所得税では、納税者本人や扶養

家族の中に障害者がいる場合、障

害者控除として1人当たり25万円

（特別障害者の場合は33万円）を

所得金額から差し引くことができ

ます。

　また、物品税では、目や足の不

自由な方などが利用するもので、

本人または家族が運転する小型乗

用自動車については、所定の手続

をとることにより、物品税の免除

が受けられます。

　詳しくは、最寄りの税務署や税

務相談室にお・尋ねくださ1、㌔

　　心身障害者雇用促進月間

■東北大学開放講座
　東北大学は、10月から放送を通

じて大学開放講座を県内のみなさ

んにお届けします。

〔ラジオ講座・東北放送〕

　「『方丈記』『徒然草』の世界」

　（13回）　10月13日～12月22日

　毎週日曜日　午後7時より

〔テレビ講座・東北放送〕

　「日本史のなかの宮城」（13回）

　10月5日～12月28日　毎週土曜

　日午前7時より

＝受講生募集＝

　受講生のみなさんにはテキスト

を購入していただきスクーリング

をおこないます。

〉定員　各講座100名ずつ

1〉申し込み方法　希望する講座名

　を明記して略歴書1通に70円切

　手を同封（案内書ご希望の方は

70円切手を追加）のうえお申し

　込みください。9月20日締切り。

くあて先・間い合わせ先＞

　〒980仙台市川内　東北大学教

　育学部・大学教育開放センター

a仙台63－6430

「■第19回陸上競技選手権大会

〉日時　9月22日（日）午前8時30

　分開会　（雨天の場合翌23日㈲）

〉場所　白石高校第ニグランド

〉資格　市内小（5年生以上）

　中・高生徒、一般男女

レ種目　100、200、400、800、

　1000、1500、3000、5000m競走

　走幅跳、走高跳、砲丸投、400、

　800、1600m継走

1〉申し込み　出場参加ご希望の方

　は9月7日（土）正午まで所定の申

　込用紙に記入のうえ市教育委員

　会内体育協会事務局へお申し込

　みください。

※詳しくは、細田陸上競技会長燈

6－3143へお尋ねください。

ノ3

圃第34回

　宮城県P　TA研究大会
　　　　　　　　〈白石大会〉

　9月8日旧）、市民会館、白一小、

白石中を会場に県内1，500名のP　T

A会員が集り「第34回宮城県P　T

A研究大会」が開催されます。”P

TAのねらいを自覚し、実りある

活動を推進しよう”の大会スロー

ガンのもとに、午前は主に分科会、

午後は全体会、式典、講演会が行

われます。

　とくに講演会には一般の方も参

加できますので是非ご参加くださ

いo

〈記念講演〉

レ日時　9月8日（日）

　　　　午後2時～3時30分

1》場所　市民会館大ホール

＞演題　　「成長の道しるべ」と大

　人の役割～学校と家庭の連携を

　中心にして

＞講師　千葉大学教育学部教授

　　　　　　　　坂本昇一氏

■生涯学習のN　H　K学園

　秋の通信講座受講生募集

　NHK学園では、昭和60年度秋

の「生涯学習講座」の受講生を募

集しています。この講座の利点は、

リポートの添削が中心で、だれで

も自宅にいながら自分の都合のよ

い時間に、自分のペースで学べる

ところにあります。

〉講座　書道、硬筆、楽しい母と

　子の書き方、簿記、俳句、短歌、

　古典、美しい日本語、文章、絵

　画、囲碁、英語、数学、ファミ

　リー写真、ビデオカメラ（16講

　座50コース）

〉受付期間　8月1日～10月10日

※詳しい案内書をご希望の方は、

お近くのNHKまたはNHK学園
C　T係〒186東京都国立市富士見

台2－36へ講座名と氏名、住所、電

話番号を書いてハガキでご請求く

ださい。案内書は無料です。

公民館だ巫
圃第16回市民文化祭

　　　　　　短歌・俳旬大会

レ日時　短歌　9月29日（日）

　　　　　　午後0時30分～
　　　　俳旬　10月6日（日）

　　　　　　午後0時30分～
レ会場　自石市中央公民館

〉申し込み方法　短歌・俳旬それ

　ぞれ別々にハガキに一首または

　3句までと住所、氏名、電話番

　号、出欠を明記のうえ白石市中

　央公民館・白石市字寺屋敷前25

　－6費6－2453へ9月20日（釦まで投

　稿してください。（参加費700円）

〉主催　臼石市文化協会

レ主管　仙南歌人会、蔵王俳句会

※参加者の互選により、各賞あり

■深谷敬老会写真無料

　　サービスのおしらせ
　臼石写真師会では、福岡深谷公

民館が主催する9月15日の敬老会

の日に記念写真（手札判）を無料

でサービスいたします。

、だ』1

・遭

　　　　　　　　　　　　　　　　潤

　　　　　　　　　　　　　　　　，穂

｝、零墨雇舗盗
驚墾，嘩灘鑛繊∫

鞘
或
。

襲
．

函
凱撫

ラ

白石市健康まつり球技大会

k

　7月29日、雲ひとつない夏空のもと恒例の自石市健康まつり球技大会

が、白石中学校で華やかに繰り広げられました。

　地区予戦を勝ち抜いたソフトボール、家庭バレーボールの選手たちは、

夏の暑さも何のその、熱戦が展開されました。結果は次のとおりです。

　
　
　
斎

　
　
　
一

　
山
原
第

☆
　
　
郷

ル
郡
小
本

一ボ
勝
勝
位

卜
　
優
三

フ
優
準
第

ソ☆ ☆家庭バレーボール☆

　　優　勝　本郷第三

　　準優勝　斎　川

　　第三位　　柳田丁、　白川

、

秋の全国交通安全運動

　9月21日～30日

（〉図書館一〇

☆秋、静かな夜…・？

　読書が楽しい季節です

　9月の特集コーナーは、スポー

ツ、趣味（絵画、書道、写真、楽

器、ダンス、木工作品、園芸）な

どの入門書を用意しました。

　「何かやってみようかな」と考

えていても、　”知らない、わから

ない”ことから手が出せずにいた

スポーツや趣味が入門書で身近な

ものになるかもしれません。

　ご家族で、是非ご利用ください。

☆特別休館日のおしらせ
　本の整理とばく書（本の虫干し）

のため9月30日（月）（月末、休館日）

10月1日（幻～10月10日（木）までお休

みします。

　
新
着
図
書
案
内
（
抄
）

郷
土
み
ゃ
ぎ
の
姿

　
　
　
　
　
　
宮
城
県
図
書
館
協
会

思
い
や
り
の
心
理
　
　
　
加
藤
　
諦
三

超
能
力
の
世
界
　

宮
城
音
弥

祖
母
・
母
・
娘
の
時
代

　
　
ウ
イ
リ
ア
ム
・
G
・
オ
オ
ウ
チ

チ
ベ
ッ
ト
紀
行
　
　
　
N
H
K
取
材
班

サ
一
フ
リ
ー
マ
ン
・
エ
レ
ジ
ー
が
聞
こ
え

る
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
　
茂

わ
た
し
流
生
き
が
い
探
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
　
談
社

子
ど
も
の
情
景
　
　
　
　
秋
山
さ
と
子

い
な
か
の
食
卓
　
　
　
　
相
場
　
　
栄

お
も
し
ろ
』
気
象
学
　
春
・
夏
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
鳴
　
　
厚

人
間
は
何
を
食
べ
て
き
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
N
H
K
取
付
班

お
ば
あ
さ
や
ん
の
台
所
修
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
な
を

美
し
い
日
常
へ
の
す
す
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
田
深
雪

ス
ト
ァ
プ
・
ザ
・
食
品
事
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
田
　
　
博

歌
、
い
と
し
き
も
の
よ
　
星
野
　
哲
郎

ド
ナ
ウ
の
旅
入
上
・
下
宮
本
　
輝
，

母
の
オ
ル
ガ
ン
　
　
　
　
宥
雫
　
殼
郎

わ
が
王
国
の
住
へ
た
ち
　
畑
　
　
正
憲

≠
記
　
　
　
十
返
千
亀
子

岳
物
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惟
名
　
　
誠

殺
意
の
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由
呂
脇
　
俊
三

交
響
　
　
　
玉
貫
　
寛

密
使
支
倉
常
長
　
　
　
　
長
部
日
出
雄

極
限
に
生
き
る

　
　
　
　
　
H
・
G
・
コ
ン
ザ
リ
ケ

　
子
ど
も
の
本

才
ソ
ト
は
か
せ
の
お
ふ
ろ
や
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
村
輝
夫

ゆ
み
子
の
絵
日
記
　
　
宮
本
ゆ
み
子
外

小
学
生
・
社
会
科
見
学
シ
リ
ー
ズ

　
　
ー
0
冊
　
　
　
　
　
ポ
プ
ラ
社

赤
い
鳥
名
作
童
話
全
n
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
峰
書
店

イ
リ
イ
・
ノ
の
へ
間
の
あ
ゆ
み

　
金
九
巻
　
　
イ
リ
f
ン
・
セ
ガ
ー
ル

み
ん

な
の

図

書
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ぐ国民年金）

　現況届は忘れずに

　　　提出しましょう！
　国民年金の老齢年金、通算老齢

年金を受けている皆さん、現況届

の提出を忘れていませんか？

　受給者の方は、毎年ユ回誕生月

の末日までに「国民年金受給権者

現況届」を提出することになって

います。

　との現況届は、皆さんがひきつ

づいて年金を受けられるかどうか、

住所や氏名などを確認する大切な

届です。もし、提出を忘れたりし

ますと、年金の支払いが差し止め

られることがありますので、忘れ

ずに提出してください。

　現況届の用紙（ハガキ）は受給

者の誕生月の初めに、社会保険庁

から直接、本人あてに送付されま

すので、用紙が届きましたら、必

要事項を記入のうえ、市長の証明

を受け、すみやかに社会保険庁へ

返送してください。

　なお、年金を受けるようになっ

て1年未満の方は、現況届を提出

する必要はありません。

　詳しくは、市民課国民年金係ま

たは各出張所までお尋ねください。

たばこは

　市内で買いましよう

☆行政区長の変更

　7月10日付で福岡蔵王行政区長

に、伏見光雄さんが委嘱されまし

たので、お・知らせします。

圓乳幼児をもつ

　　父母・祖父母のっどい
　乳幼児期の育ち方が、その後の

健全な成長に大きくかかわりを持

つことが最近、特に強調され、こ

の時期の子育てのいっそうの大切

さが指摘されています。このつど

いに参加することにより、少しで

も悩みや問題解決のいとぐちが見

つかればと思います。お誘い合わ

せのうえ、是非ご参加ください。

〉日時　9月28日（土）午後1時

レ場所　白石市中央公民館

〉対象　乳幼児（O歳～5歳）を

　もつ父母・祖父母

〉研究テーマ　心とからだのすこ

　やかな子どもに育てるために

〉講演　乳幼児研究家

　　　　　色川治平先生

〉主催　教育委員会、中央公民館、

　社会福祉事務所、各幼稚園、青

　少年問題協議会

レ申し込み　教育委員会・社会教

　育課曾5－2m（内線411）へお申

　し込みください。

※託児ボランティアもお願いして

あります。

動物愛護週間

　　　　　　9月20日～26日
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■マツサージ

　　　無料奉仕のご案内

　　社団法人宮城県針・灸マッサー1

　ジ師会白石支会（会長・宍戸良助
ホ

　氏）会員10名によるマッサージの

l無料奉仕が次により実施されます。

，　な諭、当日は老八福祉七ンター

趣味の会で舞踊を楽しんでおられ

　る方々の学習会があります、指導

しているのは市内の若柳流宝梅会

1のみなさんです。マッサージの侍

　ち時間を利用して是非ご鑑賞くだ

　さい。

！隣近所の方々をお誘い合わせのi

lうえご来場くださるよう塒ちい

て鳶ります。

レ日時　9月15日（日〉「敬老の日」
1

　　　　午後1時～4時
レ場所　自石市老へ福祉センター

1　　　（大広問）
　　　　　　　　　　　　　　　「1》対象者　市内に居住する65歳以

l上の老人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、〉舞踊プログラム　当日配布

1　　　　　白石市社会福祉協議会「

圏巡回相談（3歳児）

　　　　実施のご案内

　県では3歳児を第1子に持つ親

を対象に次の内容で巡回相談を行

います。これは各家庭における幼

児の具体的、個別的な諸問題にっ

いての面接相談に応じるため、専

門家（医学、心理、教育）の先生

を派遣して直接指導助言を行うも

のです。例えば「友達と遊べない」

など、どんなことでも結構ですの

で、1人でも多く出席して相談を

受けられるようご案内いたします。

レ日時　9月18日（水）午前9時～

〉場所　白石市中央公民館

》申し込み　9月13日③まで教育

　委員会社会教育課費5－2111（内

　線411）へお申し込みください。

〉主催　宮城県教育委員会

〉協力　白石市教育委員会

※当日、託児ボランティアもお願

いしてあります。

馴「いじめ相談ポスト」

　　設置等のおしらせ
　仙台法務局大河原支局と大河原

入権擁護委員協議会では、人権相

談のほかに、子供の入権を守る立

場から、いじめ問題に関して手紙

による相談または投書を受1寸する

ことになりました。郵便のあて先

は、柴田郡大河原町字南69・仙台

法務局犬河原支局「いじめイエロ

ー・ポスト」です。

　なお』、管内各市・町で毎月開設

されている特設人権相談所、仙台

大河原支局において、いじめ問題

についての相談に応じます。また、

「いじめホット・ライン」と名付

けて、仙台法務局人権擁護部には

いじめ問題相談専用電話（0222－24

－1200）が開設されています。

　この問題でお悩みの方はご利用

ください，，

■り85みやぎ増改築

　　　　推進キャンペーン

囹明日を育むあなたの住まい

　　　　『85みやぎ住宅フェア

〉会期　昭和61）年9月20日（劃～22

　日（日）午前9時30分～午後5時

　（20日は午前10時から）

》会場　宮城県スポーッセンター

　　　　（仙台市川内）

〉内容　出展各社による多様な住

　まいの情報提供！専門家による

　住まいの何でも相談F親子木工

　広場ほか

囹増改築相談所を開設　、2～％

　一住宅に関することなら

　　　　何でもお気軽にどうぞ一

》相談所　仙台市・泉市・塩釜市・

　各土木事務所の建築確認窓口．ド

　住宅金融公庫仙台支所容1）222－

　27－9311／宮城県建設業協会管02

　22－23－2264／宮城県建築設計事

　矛勢戸斤t翁会豊0222－23－7331）．〆宮士成

　県宅地建物取引業協会餌0222－

　66－0011／宮城県住宅管理センタ

　ー豊0222－65－3605

※詳しくは、宮城県土木部住宅課

智0222－27－3473までどうぞ。

電話移転等の注文や照会の
　　　　　　　受付番号が「116」にノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー9月1目から一

　これまで引越し等による電話の

移転や諸手続の照会等は、白石局

5－2000番で受付けておりま
したが、この注文等受付用電話番

号は営業窓口により区々となって

おり、お客さまにとって覚えにく

く、また利用しにくい状態となっ

ていることから、お客さまサービ

スのいっそうの向上をはかるため、

100番や104番と同じように、全国

統一の特番化を、60年度中を目途

に実施することになったものです。

白石局管内が、県内のトップを切

って実施されることになりました。

　これからは、電話加入部門に関

する注文や照会等は、局番なしの

「116」におかけくださるよう

にお願いします。

　　　　　一自石電報電話局一

　乳幼児・重度心身障害者

　及び母子家庭医療費受

　給者証の更新について
　皆さんが現在使用している乳幼

児重度心身障害者及び母子家庭医

療費受給者証の有効期間は、昭和

60年9月30日までとなってお・りま

すので次により更新の手続きをし

てください。乳幼児については社

保・国保同時に行います。

　現在使用中の受給者証は10月1

日以降は使用できませんので、必

〉手続きの日程

ず更新手続きをしてください。

く手続きに必要なもの〉

　○印かん　o現在使用中の乳幼

　児重度心身障害者及び母子家庭

　医療費受給者証　○健康保険者

　証（国民健康保険もしくは社会

　保険者証）　o源泉徴収票（59

　年分）または所得証明書

※詳しくは、市役所雪5－2111保険

課（内線151、152）または社会福

祉事務所（内線139）までお尋ねく

ださい。

地区名

越　　河

斎　　川

白　　川

大鷹沢
福　　岡

大　　平

小　　原

臼　　石

縁　　β

9月19日（木〉

ウ

〃

ク

9目20日働
〃

〃

9月24日（火）

9月25日休）

時 闘

午郁
9．00～正午
午攣
1　．00～4　：00

午前
9：00～正午
午後
1　．00～4　＝00

午煎　午律
9。00～4．00
午前
9．00～正午
午攣
1．00～4：00

午前　　午後

9＝00～4：00

場　　藩

越河公民館

斎川公民館

自川公民館

大鷹沢公民館

福岡公民館

大平公民館

小原公民館

市役所第二会議室

　（2階）

備　考

滝上・滝下行政
区は除く

滝上・滝下行政

区を含む

1〉重度心身障害者医療費

　所得制限基準額表

〉乳幼児・

母子家庭医療費
所得制限基準額表

扶養，親族

等の数

0人

1入

2入

3入

4入

5ノ～

本　人
所得制隈

1，948千円

2，278

2，608

2，938

3，268

3，552

翻禺者・扶
養義務者

所得制隈
5，688千円

5，937

6，150

6，363

6，576

6，789

障害餐が18才衆満の場
合の挟養義務者（父又
は母l　J〉所得

2，844千円

3，174

3，504

3，834

4，164

4，494

族
数親

み
人
入
人
人
人
人
人
入
入

養
0
1
2
3
4
5
6
7
8

鉄
等 所得額

2，148千円

2，438

2，728

3，018

3，308

3，598

3，888

4，178

4，468
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カメラ・ニュース

　民舞「荒馬」に挑戦！

8月9日、西保育園（大浦辛園
長、園児79名）で「親と子の夏ま
っりJが行われました。今年は、
1才から就学時までの全園児が民
舞「荒馬」に挑戦、園児たちは、
元気一杯、園内を駆けまわり、見
物のお母さん達は大喜びでした。

休日急患当番医
月日
9／1

8
15

16

22

23

29

内 科

大沼医院（5）2502
広瀬医院（5）0238
箇医院（5）2410
三浦クリニック（5）6854

加藤（司〉医院（5）2001

柿崎医院（5）2210
亘理医院（5〉8501

外　　科
刈田病院（5）2145
朝倉病院（5）2101
加藤㈹病院（6）2653

堤医院（5）1181
斎藤医院（5）1222
朝倉病院（5〉2101
銭谷医院（5）2010

　　　一r
。
騨

貯ぬ一．一．〆’

　甲ちゅう堂資料館完成

　　　　　　歪．

7月30日、甲ちゅう堂で有名な
斎川の田村神社（中川常磐宮司）
境内に孫太郎虫・甲ちゅう堂資料・
館が完成しました。資料館には孝
女（楓・初音）の武者像の原型や
孫太郎虫関連の資料が多数陳列さ
れています。入場は無料。

　　　　3　　　　～’
栄レース白石工場地鎮祭

8月10日、栄レース（本社・兵
庫県宝塚市、土井一郎社長）自石工

場の地鎮祭が郡山工場適地で川井
市長等関係者約30入が出席して行
われました。計画では、3回の増
設工事が行われ、外注を含めると
約150名の雇用の場が期待されます。

※都合により変更になる場合もあります。

定例相談（9月分）
相謙区分

人権擁護

相　 談

炎勇彫相政行

生活相談

高齢者
職業紹介

社会保険

相　 談

税務相談

消費生活

相　 談

器
回
ス

　
　
ビ

聴
　
　
「

補
巡
サ

婦人相談

無料法律

相　 談

身障者
相　 談

相談疑

17

17

17

5・25

17

17

17

西
途

17

序
木

　
周
｝
．

　
、
ヌ
　
’
㌧

　
と
母
オ

リォン12・27

ニホン20

17

17

9

癖聞
10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00
10：00～

　12：00

10：00～

　13：00

9：30～

15：00

10＝00～

　16：00

10：00～

　15：00

13：00～

　14：00

10：00～

　11：00

10：00～

　15100

10：00～

　15：00

10：00～

　15＝00

場所
自石市役所

2階会議室

同　 上

同　 上

健康センター

2階相談室

健康センター

2階相談室

自石市役所

第3会議室

白石市役所

2階会議室

臼石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

自石市役所

白石市役所

4階会議室

白石市役所

第3会議室

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇傭、

差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常生活上の

困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

相続や贈与、土地売買
に関する税金、法人の
税金などの相談

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

身体障害者精薄者の生

活、職業、結婚等

、
盲
事
赦
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
ガ
（
車
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
忘
れ
ず
に
着
用
し
ま
し
ょ
う
）

團人［コの動き　8月1日現在人〔コ42，538人男2〔），820人女21，ア13人世帯11，55ア戸
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